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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

週 １ 回宗教の授業が行われるほか、毎授業前に
は黙想の時間を取り入れています。『相互尊重』
を体験的に学ぶコミュニケーションプログラムと
して、中学 １ ・ ２ 年次には「プロジェクトアドベ
ンチャー研修」を実施。中学 １ 年次と高校 １ 年次
には、「小笠原流礼法講座」を受講し、相手を思
いやる心とかたち（所作）を学びます。

球技大会、聖園祭（文化祭）、現地研修、芸術
鑑賞など、年間を通して多彩な行事が行われてい
ます。ミサやクリスマス行事、キャンドルサービ
スといった宗教行事も特色の一つです。

部活動は運動部が ９ 団体、文化部が ８ 団体あり、
入部は任意です。聖歌隊やハンドベルクワイアな
ど、ミッションスクールならではの活動も盛んです。

生活指導・心の教育 学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.misono.jp/
　　　　大正 ９ 年（１９２0）聖心の布教姉妹会創立。
昭和２１年（１９46）旧制聖園女学院高等女学校設立。
昭和２２年（１９47）聖園女学院高等学校に名称変更。
聖園女学院中学校併設。昭和5１年（１９76）中高 6
カ年完全一貫教育開始。平成２８年（２0１6）学校法
人南山学園と合併。令和 6 年（２0２4）高校募集再開。

「一人の存在は必ず一つの貴い使命を持ってい
る。一人ひとりを大切に…」。これは南山学園の
創立者であり、聖園女学院の設立母体「聖心の布
教姉妹会」を創ったヨゼフ・ライネルス神父の言
葉です。「人間の尊厳のために」をすべての教育
基盤とし、「Find Your Mission！ 新しい自分に
出会う学校」を教育方針としています。生徒一人
ひとりが「かけがえのない存在」である自分を他
者とともに磨きながら成長できるよう、温かな雰
囲気の中でカトリック女子教育を実践しています。

聖園女学院の教育理念はカリキュラムにも表れ
ています。目まぐるしい変化が続く現代社会を主
体的に生き、異なる価値観をもつ他者との関係性
を築いていくため、広い視野と幅広い教養を培う
ための授業を展開しています。

中学校では基幹となる英語・数学・国語の授業
を多く確保し、基礎学力の定着を図ります。英会
話はネイティブ教員による少人数制で行い、高い
英語力を持つ生徒には取り出し授業を実施してい
ます。理科では自然豊かな校地を舞台にフィール

ドワークを展開するほか、チームティーチングに
よる実験が多く設定されていることも特徴です。

高等学校では、大学入試に活用される科目のほ
とんどが ２ 年次までの必修科目に設定され、 ３ 年
次には各自の進路に応じた多様な選択科目を履修
します。

中・高を通して小テストや希望制の講習・指名
制の補習も実施。放課後の学習支援も充実してい
ます。カトリック校ならではの中高大連携の取り
組みも進んでおり、学園内の南山大学はもちろん、
上智大学との教育連携講座も行われ、生徒の学習
意欲を高め、可能性を広げています。

他者理解の心を育む国際教育としては、学校独
自の海外研修・留学制度（カナダ・ニュージーラ
ンド）のほか、ネイティブ教員と毎日「校内留学」
ができるプログラムが人気です。海外大学協定校
推薦制度（UPAS）によって進学の道も開かれ
ています。

江の島や富士山を見渡す湘南の小高い丘の上に
あり、豊かな自然に囲まれたキャンパスでのびの
びと生活することができる環境です。広々とした
アリーナを ２ つ有する文化・体育施設「マリア
ホール」はいつも生徒でにぎわっています。ヒノ
キのぬくもり溢れる「イエスの聖心聖堂」はカト
リック校ならではの祈りの場で、毎年 １ 月には卒
業生が集い「成人のミサ」が行われます。
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〒251 – 0873　神奈川県藤沢市みその台1 – 4　☎0466 – 81 – 3333　学校長　ミカエル・カルマノ

■2024年度入試日程
　　　　　※出願：詳細は募集要項またはHP
募集人員 出願期間※ 試験日 発表日 手続締切日

１ 次 ３0 １/6〜１/３１ ２/１ ２/１ ２/4
２ 次 ２5 １/6〜１/３１ ２/１午後 ２/１ ２/4
３ 次 ２5 １/6〜２/１ ２/２ ２/２ ２/4
得意 １ 科 １5 １/6〜２/２ ２/２午後 ２/２ ２/4
得意 ２ 科 １0 １/6〜２/２ ２/３ ２/３ ２/4
国算ハーフ 5 １/6〜２/4 ２/4午後 ２/4 ２/5
特待適性 １0 １/6〜１/３１ ２/１午後 ２/１ ２/１0
英語 定めず １/6〜２/２ ２/２午後 ２/２ ２/4
帰国 定めず １１/３〜１２/１ １２/２＊ １２/２ １２/１８
＊同日オンライン入試あり（出願期間１１/３〜１１/２0）
　　　　　　２0２4年より募集を再開します
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
推薦 １5 １/１6〜１/１９ １/２２ １/２３ １/２6
一般 １5 １/２4〜１/２6 ２/１0 ２/１１ 専２/１5併２/２９

■2024年度選考方法・入試科目
　　　　　
１ 次・ ３次： ２ 科か 4 科　
２ 次・国算ハーフ： ２ 科　
得意 １科：国語か算数　
得意 ２科：国算か国社か国理か算社か算理　
特待適性：適性検査　
英語：英語によるグループ活動（２0分程度）　
※英検加点制度あり（特待適性・英語を除く）
帰国：「日本語作文と計算力確認」または「英作
文・スピーキングと計算力確認」、面接
〈配点・時間〉国・算・日本語作文＝各１00点50
分　理・社＝各50点計50分　適性＝１00点45分　
計算力確認＝１00点３0分（得意 ２ 科と国算ハーフ
は国・算・社・理＝各50点３0分）　
〈面接〉帰国のみ保護者同伴

　　　　　　
推薦・一般：書類審査、作文（８00字程度50分）、
面接（約１5分）
〈面接〉生徒個人　参考

■指定校推薦枠のある主な大学
上智大　青山学院大　学習院大　明治学院大　日
本大　東京都市大　東京女子大　日本女子大など
■2023年春併設大学への進学
南山大学への内部推薦制度があります。
南山大学― １ （理工）
■2023年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
96人 ８２人 0 人 ３ 人 0 人 0 人 １１人

■2023年度入試結果
　　　　　 １ 次・ ２ 次Ａは ２ 科／ 4 科、 １ 次Ｂは ２ 科／総合力
募集人員 志願者数受験者数合格者数 競争率

１ 次Ａ ３0 ２９/３２ ２９/３２ １4/２１ ２.１/１.5
　　Ｂ ２5/5 ８２/5 60/5 ３１/4 １.９/１.３
２ 次Ａ ２0 ２7/２８ ２１/１８ １5/１5 １.4/１.２
　　Ｂ ２0 ８８ 4３ ２３ １.９
３ 次 １0 5２ １９ １4 １.4
4 次  5 45 １0 7 １.4
帰国  5 ８ ８ 7 １.１
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学校説明会　すべて要予約
★中学校　１0/１4 １１/２5　
ナイト説明会 ９/２９　
帰国生説明会　１0/１８（動画配信型）　
個別校内ツアー　随時（平日）
入試直前相談会（ 6 年生限定）　１２/２6 １/１１
★高等学校　１0/１4 １１/２5
見学できる行事　
聖園祭　９/１6・９/１7（入試相談コーナーあり）


